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「洗礼者ヨハネの証し」

（ヨハネ1:6～8［1～18]）

挽地茂男
2018.12.16 日本基督教団千歳丘教会

アドベントの第３週目を迎えま

した。ヨハネによる福音書１章１

－１８節(「ロゴス賛歌」)を少し

ずつ、「初めに言があった」(1-3

節)から「光は暗闇の中に輝く」(4

-5節)という主題に沿って学んで

参りました。イエス・キリストの

ご降誕まで、あと少しです。神様

がイエス･キリストを人類の歴史

に遣わしてくださったことは､神

の私たちへの最大の贈物です｡イ

エス･キリストの出来事が人類の

歴史に起こしてきた波紋の大きさ

を考えるだけでも､そのことが分

かります。たとえどれほど価値低

き者とされている人も、すべての

人がかけがえのない人格であるこ

とを宣言し、どれほど敵対的な関

係にある人をも愛と赦しをもって

受け入れるように教えたイエス・

キリスト。この主イエスをとおし

て、わたしたちはまた、彼を遣わ

した神を愛と恵みに富みたもう、

身近な｢天の父」として向き合う

ことが出来るようになりました。

このイエス・キリストによって、

人間の社会で常識とされていた価

値体系がひっくり返されてしまう

出来事が起ったのです。

主イエスに出

会った人たちの

中で、主イエス

の中に目に見え

ない永遠的な価

値を――「ロゴ

ス賛歌」の比喩

を使えば「光」

を――見いだし、

劇的にその生き方を変えた人と言

えば、パウロや直弟子たちの名が

挙がるのではないでしょうか。し

かしわたしは、最初にその生き方

を大きく変えたのは洗礼者ヨハネ

ではなかったかと思います。ヨハ

ネは人々に、神に対する明確な悔

い改めの意志をもって、洗礼を受

けるように迫っていました。その

洗礼運動の結果、彼は自分に従う

者たちを獲得し、彼の周りには一
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定の弟子グループが形成されてい

ました(ヨハネ1:35-37, マルコ2:

18)。しかしある時から彼は、キ

リストを証しすることに徹するよ

うになります。使徒言行録の中に

は、少しずつ教勢を伸ばしていく

キリスト教の中に、洗礼者ヨハネ

のグループの影響の残滓と、その

グループがイエスの信従者に移行

していく痕跡をみることができま

す。使徒言行録１９章１－７節。

19:1 アポロが

〔エフェソで

宣教した後〕

コリントにい

たときのこと

である。パウ

ロは、内陸の

地方を通ってエフェソに下って来

て、何人かの弟子に出会い、19:2

彼らに、「信仰に入ったとき、聖

霊を受けましたか」と言うと、彼

らは、「いいえ、聖霊があるかど

うか、聞いたこともありません」

と言った。19:3 パウロが、「それ

なら、どんな洗礼を受けたのです

か」と言うと、「ヨハネの洗礼で

す」と言った。19:4 そこで、パ

ウロは言った。「ヨハネは、自分

の後から来る方、つまりイエスを

説教するアポロ

信じるようにと、民に告げて、悔

い改めの洗礼を授けたのです。」

19:5 人々はこれを聞いて主イエ

スの名によって洗礼を受けた。19

:6 パウロが彼らの上に手を置く

と、聖霊が降り、その人たちは異

言を話したり、預言をしたりした。

19:7 この人たちは、皆で十二人

ほどであった。

ヨハネの洗礼を受けてキリスト者

になる人たちがいたのです。アポ

ロという伝道者に導かれて入信し

た人たちは、ヨハネの洗礼を受け

ていたのです。ここにはヨハネか

らイエスへと信仰の歴史が動いて

いく連続と非連続が、その移り行

きがはっきりと見えています。多

くの新約学者が言うように、イエ

スに洗礼を施した師匠であったヨ

ハネを、後のキリスト教が無理矢

理、イエスの履き物のひもを解く

値打ちもない僕の位置に降下させ

たのではないの

です。洗礼者ヨ

ハネもまたイエ

ス・キリストと

出会うことによ

って、それまで

の価値観をひっ

くり返されて、 St. John the Baptist
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徹頭徹尾キリストを証し、キリス

トに(弟子をも含めて,ヨハネ1:35

-37）持てるものを献げる人にな

っていったのです。今日の聖書箇

所はそのヨハネが引き受けた使命

を明らかにします。６節。

1:6 神から遣わされた一人の人が

いた。その名はヨハネである。

続いて、具体的な彼の使命が語ら

れます。７－８節。1:7 彼は証しを

するために来た。光について証し

をするため、また、すべての人が

彼によって信じるようになるため

である。1:8 彼は光ではなく、光

について証しをするために来た。

皆さんは、教会の二階の集会室

の壁面に掛けられている絵のこと

は、一度説教(2017.7.9)の中でご

紹介しましたので、ご記憶がある

かと思いますが、あの絵は、ブリ

ューゲルの描いた「洗礼者ヨハネ

の説教」という絵です。ブリュー

ゲルと言え

ば、皆さん

が１番よく

ご存じの作

品は「バベ

ルの塔」ではないかと思います。

昨年(2017)上野の東京都美術館で

ブリューゲル「バベルの塔」展が

やっておりまして、「バベルの塔」

が展示されておりました。創世記

の「バベルの塔」の物語は、バビ

ロン捕囚を経験したイスラエル民

族の、バビロン批判〔｢バベル｣と

はヘブライ語で｢バビロン｣のこ

と〕、バビロンの文明に対する批

判を込めて物語られています。ブ

リューゲルの絵は、バベルの塔す

なわちバビロンの高塔神殿(ジグ

ラット)が崩壊する様を描きます。

一方、「洗礼者ヨハネの説教」

という絵は画面の中央よりやや左

上に配置された洗礼者ヨハネが説

教をしている場面設定の中に、同

時代のプロテスタントの一派の集

会を描いた絵だと解釈されていま

す。洗礼者ヨハネは当時のネーデ

ルランド〔現在のベルギー、オラ

ンダ、ルクセンブルクの３か国（ベ

ネルクス）にあたる低地地域〕で

優勢でありました再洗礼派という
ア ナ バ プ テ ス ト

〔幼児洗礼を認めず、明確な意志
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を伴う成人再洗礼を要求した〕グ

ループの宗教的な支柱でした。

洗礼者ヨハネの説教を聞くため

に、大勢の人々が森に集まってい

ます。一部、聖書の中の人物もい

ますが、説教に聞き入っている民

衆はほぼすべてブリューゲルの同

時代人たちです。説教者が左手で

指さす方向を注意深く見ると、少

し離れたところに明るい服装で、

腕組みをして立っているイエスら

しい人物の姿が認められます。ま

た説教者の背後には、説教者の弟

子と思われるやや身なりのいい男

たちが立っています。群集の中に

は大きな丸い帽子をかぶったスペ

イン人らしい人や、長髪を後ろで

束ねた弁髪の中国人らしい後ろ姿

も見えます。また左の木の横には、

アラブ人らしい姿も見えます。さ

らに右の木の横には、修道僧が二

人説教に聞き入っています。さら

に興味深いことに、画面右上の小

高い場所に、高貴そうな身なりの

女性が３人立っています。そのう

ち２人は頭巾をかぶっていませ

ん。庶民の女性は外出時には頭巾

をかぶるのが当時の常識だったこ

とからすると、真ん中の赤い長い

衣の女性は聖母マリアで、他の二

人は聖母と[異父/義理の]姉妹の

関係にあるクロパの妻マリア（・

クレオファス）とマリア・サロメ

かもしれません。

再洗礼派は現在、メノナイトや

アーミッシュ、ブレザレン教会と

して残っていますが、最初期は、

異端とされたグループなのです。

そのために絵の奥に描かれた教会

から離れた森で集会が行われてい

るのです。ブリューゲルの絵は、

洗礼者ヨハネの聴衆の中に、聖書

時代の人々を配置して、これらの

人々がヨハネの説教に聞き入って

いる姿を描くことを通して、この

集会を間接的に肯定し、同時に、

世界の国々の人々を配置すること

によって、この集会が世界の人々

に支持されていることを表現して

いるとされます。

再洗礼派の人たちが洗礼者ヨハ

ネに見いだしたのは、神に対する

ブリューゲル「洗礼者ヨハネの説教」
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峻厳な悔い改めの意志、そしてそ

れに基づく、「自覚的な意志をも

った成人洗礼」だったのです。成

人洗礼のみを有効とする再洗礼派

の信念を、ヨハネの悔い改めを要

求する苛烈なメッセージが支えた

のです。キリスト教国に生まれて

幼児洗礼を受ければ、自動的にキ

リスト者になるというのではな

く、明確な悔い改めの意志、信仰

の自覚が必要だとしたのでした。

ヨハネ福音書の描く洗礼者ヨハ

ネは､党派的支持者ではなく徹頭

徹尾キリストの証言者として描か

れます｡「証言者であること」そ

れはキリストを宣教する者にとっ

て最も基本的な姿勢でありなが

ら、しかしもっとも失われやすい

姿勢なのです。イエス・キリスト

に対する洗礼者ヨハネの位置が、

教会のとるべき位置であること

を、福音書記者は示しています。

この洗礼者ヨハネがキリスト教の

成立期に与えられたことは、神さ

まの大きな賜物であったと思いま

す。本日の箇所の７－８節をもう一

度みておきましょう。

1:7 彼は証しをするために来た。

光について証しをするため、また、

すべての人が彼によって信じるよ

うになるためである。1:8 彼は光

ではなく、光について証しをする

ために来た。

そしてこの光についての証し

が、その担い手たちつまり洗礼者

ヨハネやアポロやパウロや初代教

会の人たちへと、連続と非連続を

含みながら受け継がれていったの

です。また「世の光」キリストと

「光を証する」キリスト者という

観点から見ると、パウロの回心の

物語には、たいへん興味深い点が

含まれています。かつてのキリス

ト教の迫害者であったパウロは、

キリスト教徒を捕らえるためにダ

マスコに向かう途上、イエス・キ

リストと出会い、その光に打たれ

て視力(目の光)を失います(使徒9

:1-9, 22:6-11, 26:12-18)。しかし

彼は、キリスト者アナニアを通し
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て再び視力(光)を得るのです。こ

の物語は、非常に象徴的です。し

かし物語を象徴的に読み取ること

が可能である一方で、現実として、

パウロはそれまでの価値観を、完

全にひっくり返されてしまうので

す。彼は人間的価値から見て、実

に誇りうるものを多く持つ人でし

た。ところが、キリストと出会い、

キリストの光に打たれ、キリスト

を知ったとき、それらの人間的価

値や誇りがひっくり返され、色褪

せたものになってしまったので

す。パウロはその回心体験をこう

語っています。「わたしは生まれ

て八日目に割礼を受け、イスラエ

ルの民に属し、ベニヤミン族の出

身で、ヘブライ人の中のヘブライ

人です。律法に関してはファリサ

イ派の一員。熱心さの点では教会

の迫害者、律法の義については非

のうちどころのない者でした。し

かし、わたしにとって有利であっ

たこれらのことを、キリストのゆ

えに損失と見なすようになったの

です。そればかりか、わたしの主

キリスト・イエスを知ることのあ

まりのすばらしさに、今では他の

一切を損失とみています。キリス

トのゆえに、わたしはすべてを失

いましたが、それらを塵あくたと

見なしています。キリストを得、

キリストの内にいる者と認められ

るためです」（フィリピの信徒へ

の手紙３章５－９節）。家柄、血

筋、才能など、人間的価値として

いたものがひっくり返ってしまっ

たのです。ここにはキリストの福

音の「過激さ」がよく表されてい

ます。福音はわれわれをあらゆる

人間的しがらみから解放してくれ

るはずものなのです。最初のキリ

スト教会にあらたにパウロのよう

な人物が与えられたことは、これ

また神の大きな賜物であったと思

います。パウロの豊かな才能は、

いまや自分の

た め で は な

く、キリスト

の福音を証し

するために豊

かに用いられ

るようになり

ました。聖書

に収められて

いますパウロの手紙だけをとりま

しても、それは実に大きな信仰的

財産です。紀元１世紀のギリシア

・ローマの神々の世界で、パウロ

が妥協することなく、なぜキリス
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ト教なのか、イエス・キリストと

は何者なのか、本当の神はいかな

る神なのかなど、はっきりと解き

明かし、その歴史に生じる連続と

非連続を整理してくれていなけれ

ば、イエス・キリストの福音は随

分あいまいなものになってしまっ

た可能性があります。

パウロはコリントの信徒への手

紙二４章６－７節でこう語ってい

ます。

4:6 「闇から光が輝き出よ」と命

じられた神は、わたしたちの心の

内に輝いて、イエス・キリストの

御顔に輝く神の栄光を悟る光を与

えてくださいました。4:7 ところ

で、わたしたちは、このような宝

を土の器に納めています。この並

外れて偉大な力が神のものであっ

て、わたしたちから出たものでな

いことが明らかになるために。

そして同じ４章の１６－１８節。

4:16 だから、わたしたちは落胆

しません。たとえわたしたちの「外

なる人」は衰えていくとしても、

わたしたちの「内なる人」は日々

新たにされていきます。4:17 わ

たしたちの一時の軽い艱難は、比

べものにならないほど重みのある

永遠の栄光をもたらしてくれま

す。4:18 わたしたちは見えるも

のではなく、見えないものに目を

注ぎます。見えるものは過ぎ去り

ますが、見えないものは永遠に存

続するからです。

パウロは神が与えてくださった光

で、目に見えないものを見るよう

になったのです。

またパウロはここで人間の「外

なる人」と「内なる人」について

語ります。人間には外面と内面が

あることは言うまでもありませ

ん。わたしたちは外側には気を使

うが、内なる見えない部分を疎か

にしがちです。そのような私たち

に対して、パウロは「見えないも

のに目を注ぐ」ことの大切さを語

ります。サン・テグジュペリの『星

の王子さま』で、地球に降りてき

た王子と友達になったきつねが、

お別れの時に、おみやげに、一つ
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人生にとっての大切な秘密を贈り

物すると約束します。そしてつい

にお別れの時がやってきます。サ

ン・テグジュペリの文章はこうな

っています。

「じゃ、さよなら」

と、王子さまはい

いました。

「さよなら」と、

キツネがいいまし

た。「さっきの秘密

をいおうかね。なに、なんでもな

いことだよ。心で見なくちゃ、も

のごとはよく見えないってこと

さ。かんじんなことは、目に見え

ないんだよ」

「かんじんなことは、目には見え

ない」と、王子さまは、忘れない

ようにくりかえしました。

「大切なものは見えないもので

す」。確かにそうです。「外なる人」

としては、わたしたちは例外なく、

年を重ねるとともに、加齢ととも

に肉体的に弱くなってまいりま

す。肉体の衰えはいかんともしが

たく、それだけにお化粧をしたり、

健康願望が強くなることは、自然

なことです。しかし、見えない内

面が実は外面に現れてくることも

大切な事実です。「四十になった

ら、自分の顔に責任をもちなさい」

と言われるのも、そのことをいい

表しているのかもしれません。つ

まり、人間は、「外なる人」と共

に、「内なる人」として生きてい

ることも、まぎれもない事実なの

です。年齢を経ておられるのに、

実にハツラツと若々しい高齢者の

方もおられますが（例えば故日野

原重明医師）、その反対にまだ大

学生で二十歳前後だという若さ

で、まるで若々しさを感じさせな

い、「年寄りくさい」人も少なか

らずいます。将来への夢やビジョ

ンがなく、「外なる人」より先に、

「内なる人」が老化しているのか

もしれません。「外なる人」と「内

なる人」、つまり外面と内面は人

間において有機的に関わりあって

おり、肉体的に衰え、弱くなって

も、内面的に、精神的に強い人が

います。進行性筋ジストロフィー

のような難病や脊髄損傷のために

寝たきりになっても（例えば星野

富弘さん）、

残 さ れ た 体

の 機 能 を 最

大 限 に 使 っ

て 、 口 に 絵

筆 を く わ え
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て絵を描き続けておられる方をテ

レビのドキュメンタリーなどで見

ると、そのような人の姿や生き様

はわたしたちに深い感動を与えて

くれます。わたしたちも、だんだ

ん肉体的に衰えていっても、心を

強くもって生きてゆかなければと

励まされます。

では、「わたしたちの外なる人

は衰えていくとしても、わたした

ちの内なる人は日々新たにされて

いきます」（16節）とパウロが言

うとき、肉体的に衰えても、精神

的に強く生きなさい、若々しくハ

ツラツと生きなさいという、内的

生活のすすめをしているのでしょ

うか。精神論を言おうとしている

のでしょうか。そのようにも聞こ

えます。しかし、必ずしもそうで

はありません。ある種の「精神主

義」のすすめが語られているので

はないからです。精神や心の若さ

や健康は大切です｡しかし､パウロ

がここで語るのは､霊と肉､あるい

は精神と肉体を二つに分けて霊的

なもの､精神的なものをことさら

強調する二元論ではありません。

では「だから、わたしたちは落

胆しません」（16節）とパウロが

語る、彼の「内なる人」が日々新

たにされる根拠は何でしょうか。

まずは６節です。「わたしたちの

心の内に輝いて、イエス・キリス

トの御顔に輝く神の栄光を悟る

光」があるからです。目に見えな

い大切なものを見る光(視力)が与

えられているからです。そして７

節「わたしたちは、このような宝

を土の器に納めて」いるからです。

わたしたちは、「土の器」ですか

ら「外なる人」は日々衰えてゆき

ます。しかし「内なる人」は日々

朝日がのぼるように、日々新たに

されてゆくのです。自然的人間の

肉体は、創世記の物語にしたがっ

て言えば、土から造られ、土に帰

る存在です。創世記にはこう書か

れています。「主なる神は、土（ア

ダマ）の塵で人（アダム）を形づ

くり、その鼻に

命の息を吹き入

れられた。人は

こうして生きる
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者となった」（創世記2:7）。わた

しの友人が、医学部の学生時代に、

人間の値段を計算しました。〔こ

れも何度か申し上げましたけれ

ど。〕人間を純粋に物質的な面だ

けで考えたときの値段です｡つま

り人間をすべて物質的なものに還

元して､その物質をその大学に機

材や物品を納入している、業者の

レートで換算したのです。

彼は「いくらになるか」とわた

しに聞きました。

ジェット戦闘機１機が１００億

くらいはするから、

「１００億 くらいかな」、と

答えました。

「そんなにしないよ。」

「億はするだろ。」

「シナイ、しない」

「何千万の単位？」

「しないよ」

「高級車１台くらいは？４，５

百万？」

「しないって。万はつかない。」

「えっ。千の単位？」

「千もしない。」

「えっ。」

「５６円。」

この値段が正確なのかどうか、

わたしには確かめようがないので

すが、人間の肉体の化学物質とし

ての原価は５６円かどうかは別に

しても、自然的人間は、聖書が言

うところでは、所詮「土の器」な

のです。さらに、誤解を恐れず言

えば、「こころ」や「精神」は肉

体と同様、神様から与えられたも

のですが、「こころ」や「精神」

も、神から離れては、自然的人間

の部分なのです。ですから、人に

優しくなれる同じ人間が実に冷酷

になることがあります。「良心」

は神がすべての人間に与えてくだ

さった恵みです。しかし、人間の

良心は、状況が変わると、心変わ

りしてしまうことがあります。そ

して、時代が悪かったから、状況

がああだったからと、いいわけし

たりします。つまり、こころや良

心すらも、人間の依って立つ基盤、

人間の存在の根拠とはなれないの

です。このような「土の器」であ
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る人間に、神がいのちの息を吹き

入れられた、そして人は生きる者

となったのです。このいのちのゆ

えに、一人ひとりの存在はかけが

えのない価値あるものとなってい

るのです。そして、この神はいま

やイエス・キリストという新たな

いのちを、わたしたちに吹き込ん

で、新たないのちを与えてくださ

ったのです。そしてこの「命は人

間を照らす光」(ヨハネ1:4)なの

です。それゆえ、この「土の器」

である人間に、イエス・キリスト

という神の力が恵みとして与えら

れている、とパウロは言うのです。

イエス・キリストのいのちに生

かされるようになるとき、わたし

たちの人間的弱さから自由にさ

れ、さらには強さからも自由にさ

れ、時には、逆転現象が起るので

す。人間の弱さのなかに（こそ）

神の力が働くという逆説です。肉

体のトゲを抱えていたパウロが癒

されることを三度も神に祈ったけ

れど、その祈りは聴かれませんで

した。その代わり、神からの語り

かけを聞きました。

「私の恵みはあなたに十分である。

力は弱さの中でこそ十分に発揮さ

れるのである」と。「だから、キ

リストの力

がわたしの

内に宿るよ

うに、むし

ろ大いに喜

んで自分の弱さを誇りましょう。

わたしは弱さ、侮辱、窮乏、迫害、

そして行き詰まりの状態にあって

も、キリストのために満足してい

ます。なぜなら、わたしは弱いと

きにこそ強いからです。」（コリン

トの信徒への手紙二12:9-10）

実に、驚くべき、強さと弱さの逆

説です。キリストが中心軸となる

とき、わたしたちの生と死の様は

変えられてゆきます。自分自身が

中心軸になって努力するとき、ど

れだけ真面目な動機で真剣に生き

ていても、所詮、自分自身をがん

じがらめに縛る律法主義にすぎな

いことを、パウ

ロはキリストに

出会うことによ

って発見したの

です。また、か

つてのパウロは

自分だけを正し

い者として、他の人々を裁いてい

ました。しかし、イエス・キリス

トに結ばれ、イエスの命に生かさ
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れるようになるとき、自分が頑張

らなければ、自分が、自分が…と

いう自縄自縛から解き放たれるの

です｡

パウロは｢イエスの命がこの体

に現れるために｣(Ⅱコリ4:10）、

「死ぬはずのこの身にイエスの命

が現れるために」（4:11）と繰り

返し語っています。精神修養をし

て、その結果、内面的な輝きが外

に現れてくるというのではないの

です。精神修養の価値を否定する

のではありませんが、その点では、

徹底して努力したパウロ自身がそ

こには答えはない、むしろ落とし

穴があると言うのです。そうでは

なく、イエス・キリストという人

格に結ばれて、それにより自分が

新たにされてゆくことこそが重要

である、と語りかけています。パ

ウロはつぎのようにすら言いま

す。「わたしは、キリストと共に

十字架につけられています｡生き

ているのは､もはやわたしではあ

りません。キリストがわたしの内

に生きておられるのです」（ガラ

テヤの信徒への手紙3:20）。自分

の中に生きているのは、もはや自

分のちっぽけな命ではない。キリ

ストがわたしの中に生きている、

と言うのです。コリントの信徒へ

の手紙二４章１６節の言葉に、も

う一度、目を留めましょう。「た

とえわたしたちの『外なる人』は

衰えていくとしても、わたしたち

の『内なる人』は日々新たにきれ

ていきます。」日々努力して自己

革新を遂げるというのではなく、

「新たにされていく」のです。受

身です。信仰生活は他の誰にも代

わってもらえない、自分自身の信

仰の生活として、きわめて主体的

なものですが、その中味は根本的

には受身的なのです。キリストを、

神を信じ委ねるということです。

そのことにより、日々新たにされ

てゆくのです。

で す か

ら、日々聖

書の言葉を

味わい、祈

りの生活を

するという

こと、主日の礼拝に与ることは、

日々新たにされるために大切なこ

とです。かって、わたしの恩師が、

キリスト教に関心のある学生に礼

拝に出ることを勧めたところ、す

るとその学生は､毎週教会にゆく

ようになると、神を思う新鮮な感
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動が惰性になるから行かない､と

答えたそうです｡この人は頭で、

キリスト教に知的に関心をもって

いても、信仰が生活のなかに根を

おろすことの大切さが分からない

のです。日々歯を磨くことが惰性

になるほど、自分の生活の自然な、

不可欠な一部になる。そのように

なるほど、自分の日々の生活の中

で、キリストと結ばれ、神との交

わりのなかで生きることにより、

絶えずキリストの光に照らされ

て、日々新たにされてゆくのです。

その光は、世の初めに神の言によ

って輝き出で、人となって世の光

となり、洗礼者ヨハネによって証

しされ、ダマスコ途上のパウロを

打って盲目にすると同時に彼の心

の目を開く光となり、多くの先達

の証しを通して、ついには、わた

したちの心の光となったのです。

主の光に照らされて、アドベン

ト第３週の新しい一週間を歩んで

ゆきたい、と思います。

2018.12.16 日本基督教団千歳丘教会
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1:1 初めに言があった。言は神と

共にあった。言は神であった。

1:2 この言は、初めに神と共にあ

った。

1:3 万物は言によって成った。成っ

たもので、言によらずに成ったもの

は何一つなかった。

1:4 言の内に命があった。命は人

間を照らす光であった。

1:5 光は暗闇の中で輝いている。

暗闇は光を理解しなかった。

1:6 神から遣わされた一人の人が

いた。その名はヨハネである。

1:7 彼は証しをするために来た。

光について証しをするため、また、

すべての人が彼によって信じるよう

になるためである。

1:8 彼は光ではなく、光について

証しをするために来た。

1:9 その光は、まことの光で、世

に来てすべての人を照らすのであ

る。

1:10 言は世にあった。世は言によ

って成ったが、世は言を認めなか

った。

1:11 言は、自分の民のところへ来

たが、民は受け入れなかった。

1:12 しかし、言は、自分を受け入

れた人、その名を信じる人々には

神の子となる資格を与えた。

1:13 この人々は、血によってでは

なく、肉の欲によってではなく、人

の欲によってでもなく、神によって

生まれたのである。

1:14 言は肉となって、わたしたち

の間に宿られた。わたしたちはそ

の栄光を見た。それは父の独り子

としての栄光であって、恵みと真

理とに満ちていた。

1:15 ヨハネは、この方について証

しをし、声を張り上げて言った。

「『わたしの後から来られる方は、

わたしより優れている。わたしより

も先におられたからである』とわ

たしが言ったのは、この方のこと

である。」

1:16 わたしたちは皆、この方の満

ちあふれる豊かさの中から、恵み

の上に、更に恵みを受けた。

1:17 律法はモーセを通して与えら

れたが、恵みと真理はイエス・キ

リストを通して現れたからである。

1:18 いまだかつて、神を見た者は

いない。父のふところにいる独り子

である神、この方が神を示された

のである。
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1:1 !En ajrch'/ h\n oJ lovgo", kai; oJ lovgo"

h\n pro;" to;n qeovn, kai; qeo;" h\n oJ

lovgo".

1:2 ou|to" h\n ejn ajrch'/ pro;" to;n qeovn.

1:3 pavnta di! aujtou' ejgevneto, kai;

cwri;" aujtou' ejgevneto oujde; e{n. o}

gevgonen

1:4 ejn aujtw'/ zwh; h\n, kai; hJ zwh; h\n to;

fw'" tw'n ajnqrwvpwn:

1:5 kai; to; fw'" ejn th'/ skotiva/ faivnei,

kai; hJ skotiva aujto; ouj katevlaben.

1 : 6 ! E g e v n e t o a [ n q r w p o "

ajpestalmevno" para; qeou', o[noma

aujtw'/ !Iwavnnh":

1:7 ou|to" h\lqen eij" marturivan, i{na

marturhvsh/ peri; tou' fwtov", i{na

pavnte" pisteuvswsin di! aujtou'.

1:8 oujk h\n ejkei'no" to; fw'", ajll! i{na

marturhvsh/ peri; tou' fwtov".

1:9 !'Hn to; fw'" to; ajlhqinovn, o}

fwtivzei pavnta a[nqrwpon, ejrcovmenon

eij" to;n kovsmon.

1:10 ejn tw'/ kovsmw/ h\n, kai; oJ kovsmo"

di! aujtou' ejgevneto, kai; oJ kovsmo"

aujto;n oujk e[gnw.

1:11 eij" ta; i[dia h\lqen, kai; oiJ i[dioi

aujto;n ouj parevlabon.

1:12 o{soi de; e[labon aujtovn, e[dwken

aujtoi'" ejxousivan tevkna qeou' genevsqai,

toi'" pisteuvousin eij" to; o[noma aujtou',

1:13 oi} oujk ejx aiJmavtwn oujde; ejk

qelhvmato" sarko;" oujde; ejk qelhvmato"

ajndro;" ajll! ejk qeou' ejgennhvqhsan.

1:14 Kai; oJ lovgo" sa;rx ejgevneto kai;

ejskhvnwsen ejn hJmi'n, kai; ejqeasavmeqa

th ; n do v xan au jtou ' , do v xan w J"

monogenou'" para; patrov", plhvrh"

cavrito" kai; ajlhqeiva".

1:15 !Iwavnnh" marturei' peri; aujtou'

kai; kevkragen levgwn, Ou|to" h\n o}n

ei\pon, @O ojpivsw mou ejrcovmeno"

e[mprosqevn mou gevgonen,

o{ti prw'tov" mou h\n.

1:16 o{ti ejk tou' plhrwvmato" aujtou'

hJmei'" pavnte" ejlavbomen kai; cavrin

ajnti; cavrito":

1:17 o{ti oJ novmo" dia; Mwu>sevw" ejdovqh,

hJ cavri" kai; hJ ajlhvqeia dia; !Ihsou'

Cristou' ejgevneto.

1:18 qeo;n oujdei;" eJwvraken pwvpote:

monogenh;" qeo;" oJ w]n eij" to;n kovlpon

tou' patro;" ejkei'no" ejxhghvsato.


